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総務費
18億8991万円

民生費
43億7550万円

衛生費
5億472万円

農林水産業費
5億8671万円

土木費
6億2302万円

教育費
9億201万円

公債費
4億6702万円

支出
100億
6754万円

一般会計

議会費
7339万円

町税
16億2753万円

その他
4億7065万円

寄付金
12億
3089万円

4億
2113万円

その他

3億
7260万円

町債
7億6981万円
県支出金

32億
8134万円

国庫支出金

地方交付税
18億8857万円

繰越金
6億
865万円

106億
7117万円

収入
自

主

財

源

依

存

財
源

医療や介護、
子育てなど福祉
に使うお金です。

大堰保育園の建て替えに補助

全住民に特別定額給付金

　老朽化した築40年以上の園舎
が建て替えられました。

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、みなさんが町に
納めている税金です。

ふるさと応援寄附金
12億2978万円を含
みます。

自治体の規模や人口に
応じて国から交付され
るお金です。

保育や医療など
使い道の決まった
補助金です。

町の借り入れ金
です。

農業災害に支援
　令和２年７月の豪雨で被災した農業施設
や機械の再建などを支援。

　新型コロナウイルス感染症緊急経
済対策として、１人あたり10万円が
給付されました。

1452万円

1億7185万円

15億8205万円
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初の
100億円 超え

一般会計 　９月議会は、３日から17日まで15日間の会
期で開催しました。２年度の決算審査では、
４つの特別会計を含む約127億円の支出を認
定しました。
　このうち一般会計の支出額は100億円を超
え過去最高となりました。収入では国からの
コロナ対策臨時交付金やふるさと寄附金が増
加、支出では新型コロナへの対応や災害復旧
費などが伸びました。
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２
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一般会計の規模は
年々増大



総務費
18億8991万円

民生費
43億7550万円

衛生費
5億472万円

農林水産業費
5億8671万円

土木費
6億2302万円

教育費
9億201万円

公債費
4億6702万円

支出
100億
6754万円

一般会計

商工費
1億5611万円

消防費
2億1963万円

災害復旧費
2億6952万円

収　入 支　出 差し引き残 支出の前年度との比較
一 般 会 計 106億7117万円 100億6754万円 6億363万円 16億2755万円　 （19.3%）

特
別
会
計

国民健康保険 18億4370万円 17億4339万円 1億32万円 6764万円　　（4.0%）

土地取得 459万円 0円 459万円 ±0円（0%）

下水道 7億3152万円 7億1961万円 1191万円 3844万円　　（5.6%）

後期高齢者医療保険 2億1928万円 2億1386万円 542万円 1397万円　　（7.0%）

合　計 134億7026万円 127億4440万円 7億2587万円 17億4760万円　 （15.9%）

令和
2 年度
決 算

増

増

増

増

増

借り入れの
返済金です。

菅野橋の復旧や護岸工事

小中学校の全生徒に
タブレットを導入

　崩落した菅野橋の架け替えにともなう
堤防護岸の整備費用などです。

　G
ギ ガ
IGAスクール構想にもとづき、１人１台の

学習用コンピュータを購入しました。

1億1469万円

1億1544万円

会計別の決算状況は

移動スーパー(とくし丸)
車両費などに補助

　車による戸別訪問販売事業に対し、
車両の改造費などを補助しました。

114万円
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コロナ対策などで

※グラフや表は、四捨五入により総額が一致しないことがあります。



　特別定額給付金の対象日以降に生まれた
新生児に1人あたり10万円を給付。

新生児へ特別定額給付金

　町内の消費活動支援のため、1000円の買い
物ごとに500円を割引するクーポン券を発行。

　中小企業の事業継続を支援（1860万円）、高齢者
施設などへ感染症対策支援金（681万円）、家賃軽減
支援金（29万円）、避難所の感染防止対策（291万
円）など41事業が実施されました。

プレミアムクーポン券を発行
8103万円

　コロナ対策として、網戸改修や遮熱フィルム
の設置、蛇口の改修など。

小中学校の感染防止に
1639万円

1160万円

　KBCテレビと連携してワクチン接種や災害
時の緊急情報などを発信。

テレビのdボタンで情報発信
275万円

　失職や廃業、ひとり親家庭などで困窮して
いる人に、パックご飯などの食料を支援。

① 高樋 久良津波地区
② 高樋 砂堀地区
③ 鵜木 庄司名地区
④ 三川 南横井地区
⑤ 菅野・栄田 小畑地区
⑥ 北山隈・筑前 東三丁牟田地区
⑦ 山隈 上遠出地区

生活困窮者へ食料支援
214万円

　県からの休業要請に応じた事業者や、コ
ロナ感染症の影響により売り上げが一定減
少した事業者に対して支援金を支給。

休業協力や売り上げ減に支援
3464万円

こ の ほ か に

　新型コロナウイルス感染症対応として、昨
年度は国から臨時に３億円あまりが交付さ
れ、休業補償や生活支援に活用されました。

コロナ・災害対策

多くの事業
に

農業災害復旧工事
1633万円

公共土木施設復旧工事
2億5319万円

① 菅野 菅野橋復旧
② 山隈 中島高樋線　道路災害復旧
③ 高樋 西部９号線　道路災害復旧
④ 北山隈 芳原川河川
　  災害復旧
⑤ 南本郷 陣屋川堤防線
　  河川災害復旧

コロナ
対応事業

災害
復旧事業
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　特別定額給付金の対象日以降に生まれた
新生児に1人あたり10万円を給付。

新生児へ特別定額給付金

　町内の消費活動支援のため、1000円の買い
物ごとに500円を割引するクーポン券を発行。

　中小企業の事業継続を支援（1860万円）、高齢者
施設などへ感染症対策支援金（681万円）、家賃軽減
支援金（29万円）、避難所の感染防止対策（291万
円）など41事業が実施されました。

プレミアムクーポン券を発行
8103万円

　コロナ対策として、網戸改修や遮熱フィルム
の設置、蛇口の改修など。

小中学校の感染防止に
1639万円

1160万円

　KBCテレビと連携してワクチン接種や災害
時の緊急情報などを発信。

テレビのdボタンで情報発信
275万円

　失職や廃業、ひとり親家庭などで困窮して
いる人に、パックご飯などの食料を支援。

① 高樋 久良津波地区
② 高樋 砂堀地区
③ 鵜木 庄司名地区
④ 三川 南横井地区
⑤ 菅野・栄田 小畑地区
⑥ 北山隈・筑前 東三丁牟田地区
⑦ 山隈 上遠出地区

生活困窮者へ食料支援
214万円

　県からの休業要請に応じた事業者や、コ
ロナ感染症の影響により売り上げが一定減
少した事業者に対して支援金を支給。

休業協力や売り上げ減に支援
3464万円

こ の ほ か に

　新型コロナウイルス感染症対応として、昨
年度は国から臨時に３億円あまりが交付さ
れ、休業補償や生活支援に活用されました。

コロナ・災害対策

多くの事業
に

農業災害復旧工事
1633万円

公共土木施設復旧工事
2億5319万円

① 菅野 菅野橋復旧
② 山隈 中島高樋線　道路災害復旧
③ 高樋 西部９号線　道路災害復旧
④ 北山隈 芳原川河川
　  災害復旧
⑤ 南本郷 陣屋川堤防線
　  河川災害復旧

コロナ
対応事業

災害
復旧事業

避
難
所
へ
空
調
設
置
を

議員

�　

昨
年
の
台
風
10
号
で
は
５
５
０
名

と
多
数
の
方
が
避
難
し
、
空
調
の
な

い
体
育
館
も
開
放
さ
れ
た
。
こ
の
規

模
以
上
の
避
難
者
が
発
生
し
た
と
き

の
対
応
は
。

課長

�　
予
想
を
上
回
る
避
難
者
が
あ
っ
た

際
は
空
調
が
な
い
場
所
も
開
設
す

る
。
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
は
費
用

対
効
果
も
考
え
る
と
難
し
い
。

消
防
団
員
の
人
員
確
保
は

議員

�　

消
防
機
械
班
の
訓
練
日
数
や
内
容

な
ど
の
負
担
が
団
員
の
確
保
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
。

係長

�　
団
員
の
確
保
は
各
地
域
と
も
大
変

苦
労
し
て
い
る
。
町
で
実
施
す
る
訓

練
と
は
別
に
、
分
団
が
自
主
的
に
行

っ
て
い
る
訓
練
も
あ
り
、
団
員
の
負

担
に
つ
い
て
は
町
と
し
て
も
今
後
考

え
て
い
き
た
い
。

大
型
排
水
ポ
ン
プ
の
購
入
を

議員

�　

水
害
時
の
排
水
能
力
を
強
化
す
る

た
め
に
、レ
ン
タ
ル
で
は
な
く
町
で
強

力
な
ポ
ン
プ
を
購
入
す
べ
き
で
は
。

課長

�　
土
木
工
事
で
使
う
よ
う
な
大
型
の

ポ
ン
プ
を
借
り
た
。
購
入
す
る
と
な

る
と
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。

水
質
改
善
は
進
ん
で
い
る
か

議員

�　

排
水
の
臭
い
が
基
準
値
を
超
え
て

い
る
地
域
が
あ
っ
た
が
改
善
は
。
そ

の
後
の
測
定
は
行
っ
て
い
る
か
。

課長

�　
事
業
者
か
ら
改
善
報
告
書
が
提
出

さ
れ
現
地
調
査
も
実
施
し
た
。
現
在

は
近
隣
か
ら
の
苦
情
も
出
て
い
な
い

が
測
定
は
検
討
し
た
い
。

住
民
協
議
会
の
テ
ー
マ
選
定
は

議員

�　

平
成
25
年
か
ら
９
回
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
テ
ー
マ
は
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
る
か
。

係長

�　
町
の
総
合
計
画
や
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
で
、
町
の
課
題
と
考
え
ら
れ

る
項
目
や
町
長
が
提
起
し
た
も
の
を

考
慮
し
選
定
し
て
い
る
。

飲
酒
運
転
撲
滅
の
活
動
は

議員
�　

飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
、町
の
事
業

と
し
て
具
体
的
な
啓
発
活
動
は
。

課長

�　
年
2
回
、
警
察
と
い
っ
し
ょ
に
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
活
動
を
強
化
し
た
い
。

　

S
D
G
‘ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
が
国
連
で
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
議
会
で
も
議
論
や
学
習

を
す
す
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
議
会
が
勉
強
会
を
主
催
し
、

住
民
や
行
政
、
町
内
団
体
に
も
広

く
参
加
を
呼
び
か
け
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

9
月
は
町
内
の
感
染
者
が
増
え

て
心
配
で
す
。
特
に
10
歳
以
下
の
子

ど
も
へ
の
対
応
な
ど
を
知
り
た
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
と
し
て
、
今
後

も
住
民
の
声
を
聞
き
、
住
民
に
見

え
る
活
動
を
望
み
ま
す
。

石川さん大野さん
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事
業
効
果
を

チ
ェ
ッ
ク

秋季訓練中の消防団

昨年の台風時は空調のない体育館も開放



巡
回
バ
ス
の
現
状
と
課
題
は

議員

�　

費
用
対
効
果
を
意
識
し
た
効
率
的

な
運
行
手
法
を
検
討
し
て
い
く
と

の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
試
行
状
況
と

今
後
の
課
題
は
。

課長

�　
時
刻
表
型
は
利
用
者
が
少
な
く
、

費
用
対
効
果
は
低
い
と
判
断
し
て
い

る
。
予
約
型
は
効
率
が
よ
く
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

役
場
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
は

議員

�　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
執
務
状
況
と
、
使

用
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
台
数
は
。

係長

�　
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
職
員
は
３

～
４
名
で
、
現
在
の
専
用
P
C
は
５

台
。
有
事
の
際
は
15
台
を
使
用
で
き

る
体
制
。

寄
付
金
の
積
み
立
て
方
法
は

な
ぜ
変
更

議員

�　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
積
み
立

て
方
法
が
２
年
度
の
途
中
か
ら
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
が
。

課長

�　
寄
付
金
額
が
10
億
円
を
超
え
、
全

額
積
み
立
て
る
と
予
算
総
額
が
膨
ら

ん
で
し
ま
う
た
め
、経
費
を
引
い
た
実

額
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

収
支
の
数
値
を
ど
う
見
る
か

議員

�　

経
常
収
支
比
率
は
一
般
的
に
75‌

％

を
超
え
る
と
財
政
構
造
は
弾
力
性

が
下
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現

状
は
。

係長

�　
現
状
は
83
・
３
%
で
弾
力
性
を
失

い
つ
つ
あ
る
が
、
令
和
元
年
度
の
県

内
順
位
は
２
位
で
、
ま
だ
比
較
的
柔

軟
性
が
あ
る
部
類
に
入
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
致
し
か
た
な

い
こ
と
と
は
言
え
、
イ
ベ
ン
ト
は

中
止
続
き
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
学

び
の
経
験
も
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

現
状
に
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。
そ

ろ
そ
ろ
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
へ
切
り

替
え
、
経
済
対
策
や
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
考
え
た
政
策
も
推
奨
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
3
年
連
続
の

10
億
円
超
え
は
あ
っ
ぱ
れ
で
す
。
し

か
し
町
民
は
ど
ん
な
用
途
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

し
、
寄
付
を
し
た
人
へ
の
お
礼
と
報

告
の
意
味
で
も
、
使
い
道
や
返
礼
品

の
種
類
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
公
開
し

て
ほ
し
い
。

古賀さん秋吉さん

の収納状況は税
（繰越分を含む）

収入済額 滞納額 徴収率 前年
徴収率

町民税 6億7439万円 3862万円 94.6% 94.1%

固定資産税 7億5454万円 4835万円 94.0% 93.1%

軽自動車税 5971万円 456万円 92.9% 92.1%

たばこ税 1億3889万円 0万円 100.0% 100.0%

計 16億2753万円 9153万円 94.7% 94.1%

国保税 3億4049万円 5554万円 86.0% 84.8%

下水道使用料 2億5252万円 3010万円 89.4% 88.1%

◦滞納分のうち、２年度は町民税137万円、固定
資産税431万円、軽自動車税11万円、国保税
59万円の計638万円を不納欠損として処理し
ました。

◦徴収業務として、預貯金、給与など41件、
492万円の差し押さえを行ったとの報告があり
ました。

たちあらい 議会だより  第172号
令和3年10月22日発行 6

今年度も試行運転中の巡回バス



高橋 委員長 村 山 委 員平 田 委 員

①
予
算
は
適
切
に
執
行
さ
れ
、
経
費

削
減
や
事
務
処
理
の
効
率
化
に
も

真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

②
徴
収
努
力
は
認
め
ら
れ
る
が
、
税
負

担
の
公
平
性
と
信
頼
感
を
損
な
う
こ

と
が
な
い
よ
う
、
滞
納
の
一
掃
を
。

③
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
や
扶
助

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
費

用
対
効
果
を
意
識
し
な
が
ら
効
果
的

な
予
算
執
行
を
。

　議会の決算委員会
は、２点の意見をつ
けたうえで、２年度
の決算を賛成多数で
認定しました。

　

備
品
管
理
に
つ
い
て
も
、

税
金
で
購
入
し
て
い
る
と
の

認
識
を
持
ち
、
台
帳
の
整
備

と
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

①新型コロナウイルス感染症の拡大や多発す
る自然災害のもとで、災害対策や住民支援
の施策は急務であり、交付金や積立金を有
効に活用しながら、住民の生命安全を守る
対策に引き続き万全を期すこと。

②予算の執行にあたっては、適切に補正を行
い、効果的な執行に努めるとともに、不用額、
繰越明許、不納欠損、流用などの事情は議
会にていねいに説明すること。

意 見決算
委員会からの

監査委員から

討
論

一
般
会
計
決
算

反対 隠塚

反対 平山

　ほとんどの項目は賛成だが、香港事業は政
情不安や費用対効果を考慮し中止すべき。内
閣府への職員派遣は目的や効果が不明確。い
ずれも総合計画に沿ったていねいな説明を。

　地域ブランド推進費は目的や効果、公平性を精
査すべき。住宅賃貸事業も今後の負担や管理運営
の再考を。また一部の同和関連支出は認めがたい。
今後も住民福祉を支える事業計画を。

　災害の復旧事業や新型コロナ対策の臨時交付
金を活用した事業など、町の実情に合わせて迅
速で効果的に展開されており、コロナ禍におい
ても適正な予算執行に尽力している。

　一般会計の実質単年度収支は約１億円の黒字
で、主要施策や多くの事業が計画どおり確実に
実施されている。住みよい魅力あるよかまち大
刀洗の実現に大きく寄与したものと認められる。

賛成 野瀬

賛成 平田
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補 正
予 算
な ど

　

補
正
予
算
で
は
、
国
や
県
の
交
付
金
を

活
用
し
て
の
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
金
や

園
芸
へ
の
交
付
金
、
た
め
池
改
修
工
事
費

な
ど
の
追
加
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
た
め
池
の
工
事
費
を
追
加

議員

�　

山
隈
の
中
島
た
め
池
は
、昨
年
の

９
月
補
正
で
工
事
費
が
計
上
さ
れ

た
が
全
額
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。今

回
の
２
工
区
は
追
加
工
事
か
。

課長
�　

工
事
費
が
不
足
し
た
の
で
２
つ

の
工
区
に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と

に
し
、災
害
向
け
の
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
債
を
活
用
す
る
。

野
菜
な
ど
の
再
生
産
に
支
援

議員

�　

園
芸
品
目
緊
急
支
援
の
該
当
者

と
内
容
は
。

課長

�　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

レ
タ
ス
や
小
松
菜
な
ど
の
需
要
が

低
迷
し
価
格
が
低
下
し
て
い
る
た

め
、
次
期
作
に
必
要
な
経
費
の
半

分
を
支
援
す
る
。
対
象
者
は
68
名
。

中
小
企
業
な
ど
へ
追
加
支
援

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
売

り
上
げ
が
減
少
し
た
中
小
業
者
や
事
業
主

に
対
し
て
、
事
業
継
続
の
た
め
町
が
独
自

に
月
額
５
万
円
の
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

町
道
で
の
自
動
車
事
故
の
賠
償

　

三
川
の
堤
防
道
路
を
通
行
中
の
軽
自
動

車
が
陥
没
し
た
穴
に
落
ち
、車
両
が
破
損
し

た
た
め
賠
償
し
ま
す
。

議員

�　

町
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
状
況
は
。郵

便
配
達
員
や
宅
配
業
者
に
も
情
報

の
提
供
を
依
頼
し
て
は
。

課長

�　
町
内
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
年

２
回
実
施
し
て
い
る
。提
案
を
生
か

し
早
期
発
見
に
努
め
た
い
。

議員

�　

堤
防
か
ら
の
漏
水
が
原
因
の
場

合
が
あ
る
。管
理
者
で
あ
る
河
川
事

務
所
と
の
情
報
共
有
を
。

課長

�　
河
川
事
務
所
に
は
連
絡
し
て
お

り
、今
後
も
情
報
を
共
有
し
道
路
管

理
を
行
い
た
い
。
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追加されたおもな事業

　

９
月
議
会
で
は
、
補
正
予
算

５
件
、
人
事
１
件
、
条
例
改
正

３
件
、
請
願
・
意
見
書
な
ど
３

件
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
可
決

し
ま
し
た
。

補正予算の変更額
増　減　額 合　計　額

一般会計 1億640万円 74億3955万円
後期高齢者医療会計 ▲24万円 2億2299万円
下水道会計 1056万円 7億9763万円

今回の追加額 合　計　額
中島ため池改修工事 886万円 2759万円
園芸品目緊急支援交付金 1200万円 新規
中小企業へ月次支援金 1500万円 新規
農業災害復旧 750万円 2250万円
運動公園トイレ改修工事 690万円 4344万円

農
業
や
町
内
事
業
者
に
追
加
支
援

レタスは町の主要な農産物

8月の大雨であふれそうに



　

農
業
委
員
の
定
数
は
11
名
で
、
町
長
が
提
案
し

議
会
の
議
決
を
経
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

　

任
期
は
令
和
３
年
９
月
か
ら
３
年
間
で
す
。

久く

ぼ保　

滿
み
つ
るさ

ん（
高
樋
）　

新

森も
り
た田
和か
ず
の
り範

さ
ん（
甲
条
）　

新

井い

で手
国く
に
は
る春

さ
ん（
上
高
橋
）新

白し
ら
い
し石
和か
ず
お雄

さ
ん（
甲
条
）　

新

佐さ

だ田
敏と
し
は
る弘

さ
ん（
冨
多
）　

新

矢や

の野
等ひ
と
じ司

さ
ん（
三
川
）　

新

實さ
ね
ふ
じ藤
正ま
さ
と
し敏

さ
ん（
三
川
）　

新

棚た
な
ま
ち町　

泰
や
す
しさ

ん（
山
隈
）　

新

樋ひ
ぐ
ち口
安や
す
こ子

さ
ん（
山
隈
）　

再

平ひ
ら
た田
信の
ぶ
つ
ぐ継

さ
ん（
栄
田
）　

新

栁や
な
ぎ
　

繁し
げ
あ
き彰

さ
ん（
下
高
橋
）再

農
業
委
員
の
女
性
登
用
は

議員

�　

女
性
の
農
業
委
員
を
増
や
し
た

い
と
い
う
意
向
で
あ
っ
た
が
、今
回

も
１
名
に
と
ど
ま
っ
た
経
緯
は
。

課長

�　
各
行
政
区
で
の
説
明
会
で
女
性

や
若
い
方
の
推
薦
を
依
頼
し
た

が
、
結
果
と
し
て
推
薦
は
女
性
１

名
の
み
だ
っ
た
。

森
田　
勝
典

隠
塚　
春
子

平
田　
康
雄

野
瀬　
繁
隆

黒
木　
德
勝

平
山　
賢
治

東　
　
義
一

古
賀　
世
章

松
熊
武
比
古

高
橋　
直
也

安
丸
眞
一
郎

会
議
の

結
果

９
月
定
例
会

２年度決算
一般会計 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - 認定
国保、後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - 認定
土地取得、下水道特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

補 正 予 算
一般会計（２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決
後期高齢者医療、
下水道特別会計（２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

条 例 な ど 保育施設・事業運営などの条例改正（２件）
議会委員会条例の改正（１件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

人　　　事 大刀洗町農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

請願・意見書 教職員の定数改善、
地方税財源の充実など（３件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

請 願 者　�福岡県教職員組合　浮羽三井
支部長ほか

紹介議員　平田　康雄

教職員の定数改善や義務教育費
国庫負担の復元を求める請願

・�豊かな学びや学校の働き方改革を実現す
るため、計画にもとづく教職員定数改善
の早期完全実施を求める。
・�子どもたちが全国どこに住んでいても一
定水準の教育を受けられるよう、国に対
し義務教育費国庫負担制度の負担割合を
２分の１に復元するよう求める。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し、地方税財源の充実を求める意見書

　地方自治体は、新型コロナウイルス感染
症対策はもとより、地方創生、雇用対策、
防災・減災対策、デジタル化、脱炭素社会
の実現や社会保障などへの対応を迫られて
いる。
　このため、令和4年度の地方財政対策や
地方税制改正に向けた地方税財源の充実を
国に要望する。

２件とも全会一致で可決し、
意見書を関係大臣、衆参議長に送付しました。

請 願・意 見書

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
運
営
に

関
す
る
条
例
の
改
正
な
ど
を
審
議
し

可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に

新しい
農業委員さんが決まりました

順
不
同
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※議長は採決に加わりません。（○…賛成、×…反対）

私はこう判断

新しく任命された農業委員と
農地利用最適化推進委員の皆さんです
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問質

町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

般一

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。議事録は、

議会ホームページのほか、議会事務局、各校

区センターでもご覧いただけます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

課長
　
現
場
を
見
た
が
か
な

り
草
が
生
え
て
い
た
。

草
刈
り
は
地
元
に
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

効率的な運行を
追い求めていく

東　義一  東　義一  議員議員

巡回バスは
成果ある運行を

上
げ
て
も
ら
い
た
い
が
。

町長
　
利
用
者
の
利
便
性
と

費
用
対
効
果
の
両
面
か

ら
、
運
行
方
法
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。大
切
な
税
金
で
あ
り
今

後
も
効
率
的
な
運
行
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議員
　

本
郷
井
堰
か
ら
目
北

橋
ま
で
の
町
道
に
草
が

茂
り
、一
般
の
交
通
に
使
う
道
路

と
し
て
は
本
来
の
目
的
を
達
し

て
い
る
と
認
め
が
た
い
が
。

議員
　

巡
回
バ
ス
の
試
験

運
行
が
開
始
さ
れ
、
高

齢
者
や
自
力
で
の
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
々
が
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
利
用
状
況
と
今
後
の
対

策
は
。

町長
　
巡
回
バ
ス
は
、
時
刻

表
型
と
予
約
型
の
２
種

類
で
運
行
し
て
い
る
。
１
回
目

の
試
行
で
は
時
刻
表
型
が

２
０
３
人
、
予
約
型
が
37
人
の

利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
は
試
行

結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏

ま
え
、
運
行
方
法
を
検
討
す
る
。

議員
　

税
金
を
使
っ
た
交
通

政
策
の
取
り
組
み
な
の

で
、
見
直
す
べ
き
こ
と
は
見
直

す
べ
き
。
費
用
対
効
果
を
検
討

し
、
巡
回
バ
ス
と
し
て
成
果
を

課長
　
以
前
は
舗
装
さ
れ
て

い
た
が
、
道
路
の
中
央

部
分
が
段
ず
れ
を
起
こ
し
た
の

で
舗
装
を
剥は

い
で
砂
利
道
に
し

た
。議員

　

町
長
と
建
設
課
長

は
現
場
を
確
認
し
て

い
る
か
。
維
持
管
理
し
な
い
と

草
が
茂
る
ば
か
り
だ
が
。

★
そ
の
ほ
か
に
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
善
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
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議員
　

国
道
３
２
２
号
バ
イ

パ
ス
工
事
の
進
　
し
ん
ち
ょ
く捗
状
況

と
今
後
の
計
画
は
。

町長
　
現
道
拡
幅
区
間
の
用

地
買
収
は
８
割
程
度
終

了
し
、
秋
以
降
に
本
格
的
に
工

事
発
注
。
新
設
区
間
は
測
量
が

終
了
し
用
地
交
渉
中
と
の
こ

と
。
今
後
は
用
地
買
収
の
進
捗

を
踏
ま
え
、
施
工
計
画
が
策
定

さ
れ
る
。

議員

中
学
校
近
く
の
歩
道
の

延
長
工
事
は
。

町長
　
国
道
３
２
２
号
の
道

路
拡
幅
工
事
の
中
で
施

工
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

ま
も
な
く
文
化
財
の
調
査
が
開

始
さ
れ
る
。

すでに測量設計は完了 効率的な運行を
追い求めていく

町長 町長

議員
　

鵜
木
交
差
点
付
近
の

歩
道
設
置
工
事
の
現
状

や
着
工
時
期
は
。

町長
　
昨
年
度
に
県
へ
歩
道

延
伸
の
要
望
を
行
い
、

す
で
に
測
量
設
計
が
完
了
し
て

い
る
。
今
後
、
用
地
交
渉
に
入

っ
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

議員
　

現
在
の
駐
車
場
は
子

育
て
中
の
方
に
は
狭
い

の
で
、
専
用
駐
車
場
の
設
置
を
。

町長
　
町
は「
ふ
く
お
か
・
ま

ご
こ
ろ
駐
車
場
」
に
加

入
し
て
い
る
の
で
、
妊
娠
中
の

方
な
ど
は
車
い
す
マ
ー
ク
の
所

に
駐
車
で
き
る
。

議員
　

ベ
ビ
ー
カ
ー
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用

中
の
方
も
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

の
時
は
、
臨
時
に
身
障
者
用
と

平田　康雄  平田　康雄  議員議員

子
育
て
支
援
用
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

課長
　
子
育
て
中
の
方
を
対

象
と
し
た
町
独
自
の
駐

車
場
の
開
設
を
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
確
保
の
必
要
性
は
理

解
で
き
る
の
で
検
討
す
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

「
前
向
き
な
心
が
知

恵
を
生
む
」。
住
民
は

何
を
し
た
か
で
は
な

く
何
が
で
き
た
か
を

求
め
て
い
る
の
で
は
。

巡回バスは
成果ある運行を

鵜木交差点付近の
歩道設置を早く

歩道の延伸予定地（鵜木）

上
げ
て
も
ら
い
た
い
が
。

町長
　
利
用
者
の
利
便
性
と

費
用
対
効
果
の
両
面
か

ら
、
運
行
方
法
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。大
切
な
税
金
で
あ
り
今

後
も
効
率
的
な
運
行
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議員
　

本
郷
井
堰
か
ら
目
北

橋
ま
で
の
町
道
に
草
が

茂
り
、一
般
の
交
通
に
使
う
道
路

と
し
て
は
本
来
の
目
的
を
達
し

て
い
る
と
認
め
が
た
い
が
。

議員
　

巡
回
バ
ス
の
試
験

運
行
が
開
始
さ
れ
、
高

齢
者
や
自
力
で
の
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
々
が
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
利
用
状
況
と
今
後
の
対

策
は
。

町長
　
巡
回
バ
ス
は
、
時
刻

表
型
と
予
約
型
の
２
種

類
で
運
行
し
て
い
る
。
１
回
目

の
試
行
で
は
時
刻
表
型
が

２
０
３
人
、
予
約
型
が
37
人
の

利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
は
試
行

結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏

ま
え
、
運
行
方
法
を
検
討
す
る
。

議員
　

税
金
を
使
っ
た
交
通

政
策
の
取
り
組
み
な
の

で
、
見
直
す
べ
き
こ
と
は
見
直

す
べ
き
。
費
用
対
効
果
を
検
討

し
、
巡
回
バ
ス
と
し
て
成
果
を

課長
　
以
前
は
舗
装
さ
れ
て

い
た
が
、
道
路
の
中
央

部
分
が
段
ず
れ
を
起
こ
し
た
の

で
舗
装
を
剥は

い
で
砂
利
道
に
し

た
。議員

　

町
長
と
建
設
課
長

は
現
場
を
確
認
し
て

い
る
か
。
維
持
管
理
し
な
い
と

草
が
茂
る
ば
か
り
だ
が
。

災
害
時
の
避
難
所
と

な
る
中
央
公
民
館
に

は
、
障
が
い
者
用
に

加
え
子
育
て
支
援
用

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　

設
け
る
べ
き
。

舗装がなく草が茂っている

町
道
の
適
切
な

維
持
管
理
を

地
元
に
も
協
力
を

依
頼
し
て
い
る

課
長

子
育
て
支
援
専
用

駐
車
場
の
設
置
を

妊
娠
中
の
方
は

駐
車
で
き
る

町
長
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令和４年度の完成を
めざす

町長
松熊  武比古  松熊  武比古  議員議員

議員
　

近
年
、
気
候
変
動
に

よ
る
水
害
が
多
発
し
て

い
る
。
命
を
守
る
観
点
か
ら
防

災
無
線
の
進
捗
状
況
は
。

町長
　

７
月
ま
で
に
実
施

設
計
の
仕
様
書
を
作

成
し
、
８
月
に
入
札
契
約
を
行

っ
た
。

　
現
在
は
設
計
業
務
を
委
託
中

で
、
今
年
度
末
ま
で
に
実
施
設

計
を
完
了
し
、
令
和
４
年
度
末

ま
で
の
完
成
を
め
ざ
す
。

議員
　

区
長
会
か
ら
要
望
書

が
出
さ
れ
、
議
会
も
提

言
書
を
提
出
し
た
。調
査
費
も
承

認
し
て
い
る
の
で
ス
ピ
ー
ド
を

早
め
ら
れ
な
い
か
。

町長
　
来
年
度
の
当
初
予
算

に
工
事
費
を
計
上
し
、

議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
４

年
度
中
の
完
成
を
め
ざ
し
取
り

組
み
た
い
。

議員
　

防
災
ラ
ジ
オ
の
在

庫
の
現
状
と
在
庫
確

認
は
。

町長
　

現
在
の
在
庫
数
は

７
４
９
台
で
、
役
場
北

側
の
書
庫
な
ど
で
保
管
し
て
い

る
。
在
庫
は
防
災
ラ
ジ
オ
管
理

台
帳
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

議員
　

本
年
度
当
初
８
３
０

台
の
在
庫
が
あ
っ
た

が
、
８
月
末
で
は
約
７
５
０
台

近
く
残
っ
て
い
る
。
今
後
の
具

体
的
な
活
用
は
。

課長
　
今
後
も
３
千
円
で
一

般
販
売
し
た
い
。
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
防
災
無
線
の

実
施
計
画
を
策
定
し
た
あ
と
に

検
討
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与

に
関
す
る
要
綱
を
見
直
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

防災無線の進捗状況は

小郡市の防災無線を調査

議
員
の

つ
ぶ
や

き

早
く
防
災
無
線
を
設

置
し
、
聞
こ
え
に
く

い
所
は
防
災
ラ
ジ
オ

を
貸
与
す
る
な
ど
安

心
安
全
を
構
築
し
て

　

ほ
し
い
。

地
の
適
正
利
用
と
集
約
化
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

町長
　
各
地
区
の
農
業
委
員

や
推
進
委
員
、
Ｊ
Ａ
み

い
の
指
導
員
な
ど
を
中
心
に
、

県
や
中
間
管
理
機
構
と
町
が
連

携
し
、
地
区
別
の
座
談
会
な
ど

を
実
施
す
る
な
か
で
、
地
域
の

合
意
形
成
を
進
め
た
い
。

未来へつながる
事業を中心に活用

野瀬　繁隆  野瀬　繁隆  議員議員

ふるさと基金の
有効活用を

ど
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る

事
業
な
ど
に
活
用
す
る
。

議員
　

寄
付
金
の
使
い
道
や

お
も
な
事
業
の
公
表
を
。

課長
　
広
報
紙
な
ど
で
公
表

し
て
い
る
。
具
体
的
な

事
業
費
な
ど
の
公
表
は
今
後
検

討
す
る
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
推
移
は
。

町長
　
平
成
27
年
度
か
ら
掲

載
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」

と
連
携
し
、
本
格
的
に
取
り
組

み
を
開
始
。
最
近
３
年
間
は
連

続
し
て
10
億
円
を
超
え
る
寄
付

額
で
推
移
し
て
い
る
。

議員
　

寄
付
金
の
使
い
道
は
。

貴
重
な
財
源
と
し
て
の

有
効
活
用
を
。

町長
　
昨
年
度
末
の
基
金
残

高
は
約
15
億
８
千
万

円
。
豊
か
な
暮
ら
し
に
関
す
る

事
業
な
ど
に
１
億
３
千
万
円
あ

ま
り
を
活
用
し
た
。
今
後
も
寄

付
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
子
育

て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実
な

議員
　

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
設
置
効
果
と

課
題
は
。

町長
　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
の
強
化
や
耕
作
放
棄

地
の
早
期
発
見
な
ど
の
効
果
は

あ
る
が
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
集
積
や
集
約
化
な
ど
、
本
来

の
業
務
に
特
化
し
た
活
動
が
で

き
て
い
な
い
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。

議員
　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
る
課
題
や
、
農

防
災
ラ
ジ
オ
の

在
庫
数
と
今
後
は

現
在
の
在
庫
数
は

７
４
９
台

町
長農

地
の
適
正
利
用
と

集
約
化
を

座
談
会
な
ど
で

合
意
形
成
を
推
進

町
長
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未来へつながる
事業を中心に活用

町長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

質
問
が
現
状
と
課

題
の
把
握
に
と
ど

ま
り
、
具
体
的
な
解

決
策
な
ど
に
対
す

る
議
論
に
欠
け
た

　

感
が
あ
る
。

ふるさと基金の
有効活用を

ど
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る

事
業
な
ど
に
活
用
す
る
。

議員
　

寄
付
金
の
使
い
道
や

お
も
な
事
業
の
公
表
を
。

課長
　
広
報
紙
な
ど
で
公
表

し
て
い
る
。
具
体
的
な

事
業
費
な
ど
の
公
表
は
今
後
検

討
す
る
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
推
移
は
。

町長
　
平
成
27
年
度
か
ら
掲

載
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」

と
連
携
し
、
本
格
的
に
取
り
組

み
を
開
始
。
最
近
３
年
間
は
連

続
し
て
10
億
円
を
超
え
る
寄
付

額
で
推
移
し
て
い
る
。

議員
　

寄
付
金
の
使
い
道
は
。

貴
重
な
財
源
と
し
て
の

有
効
活
用
を
。

町長
　
昨
年
度
末
の
基
金
残

高
は
約
15
億
８
千
万

円
。
豊
か
な
暮
ら
し
に
関
す
る

事
業
な
ど
に
１
億
３
千
万
円
あ

ま
り
を
活
用
し
た
。
今
後
も
寄

付
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
子
育

て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実
な

議員
　

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
設
置
効
果
と

課
題
は
。

町長
　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
の
強
化
や
耕
作
放
棄

地
の
早
期
発
見
な
ど
の
効
果
は

あ
る
が
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
集
積
や
集
約
化
な
ど
、
本
来

の
業
務
に
特
化
し
た
活
動
が
で

き
て
い
な
い
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。

議員
　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
る
課
題
や
、
農

大堰保育園の改築にも基金を活用した

議員
　

町
内
の
新
型
コ
ロ

ナ
発
生
状
況
と
把
握
、

自
宅
療
養
者
な
ど
に
対
す
る
支

援
は
。

町長
　
こ
れ
ま
で
１
９
４
名

で
若
い
人
の
感
染
が
増

加
し
て
い
る
。
県
の
管
轄
で
あ

り
町
で
対
象
者
を
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
自
宅
療
養
な

ど
の
方
へ
は
町
社
協
が
買
い
物

代
行
を
受
け
付
け
て
い
る
。

議員
　

町
内
の
事
業
者
に
対

し
、
近
隣
の
自
治
体
が

お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
な
独
自

支
援
の
拡
充
を
。

課長
　

国
の
月
次
支
援
金

に
準
じ
て
、
５
～
９
月

の
売
り
上
げ
に
月
５
万
円
、
最

追加支援を予定
している

課長

大
25
万
円
の
支
援
を
予
定
し
て

い
る
。

議員
　

保
育
園
が
休
園
し
た

場
合
、
休
業
し
た
保
護

者
や
事
業
所
の
た
め
の
休
暇
支

援
制
度
が
あ
る
の
で
活
用
を
。

課長
　
現
時
点
で
は
ま
だ
検

討
し
て
い
な
い
。

議員
　

コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者

の
健
康
を
守
る
こ
と
も

重
要
と
思
う
が
、
介
護
認
定
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
状
況
は
。
介

護
予
防
の
充
実
を
。

町長
　
要
介
護
３
以
上
の
人

が
増
え
て
い
る
。
外
出

の
減
少
が
身
体
機
能
の
低
下
や

認
知
症
の
進
行
に
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。居

宅
サ
ー
ビ
ス
が
減
り
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
な
ど
は
増
加
し
て
い
る
。

平山　賢治  平山　賢治  議員議員

議員
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
利
用
や
待
機
状
況

は
。
増
設
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

課長
　
町
内
３
施
設
で
の
町

民
待
機
者
は
の
べ
43

名
。
県
で
整
備
計
画
を
立
て
る

の
で
、
必
要
数
は
そ
の
際
に
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

町内の経営者や対象者に
支援を

買い物代行の案内チラシ（社協）

県
に
必
要
な
情
報
を

求
め
る
と
と
も
に
、

町
も
P
C
R
検
査
の

拡
充
な
ど
、
独
自
に

住
民
支
援
を
。

★
そ
の
ほ
か
に
、個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
健
康
状
況
は

要
介
護
３
以
上
が増

加

町
長



議 長 通 信

　大
刀
洗
町
議
会
で
は
、
毎
月
定
例
の
全

員
協
議
会
を
ひ
ら
き
、
町
の
重
要
な
課
題

や
新
し
い
議
案
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

入
札
・
契
約
制
度
、
県
道
の
建
設
促

進
期
成
会
加
入
な
ど
　

町
道
で
の
自
動
車
事
故
、
農
業
委
員

の
任
命
、
保
育
施
設
条
例
、
常
任
委

員
会
の
改
選
な
ど

決
算
審
査
の
自
由
討
議
な
ど

常
任
委
員
会
の
人
事
な
ど

　
　早
稲
田
大
学
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
の
中
村
健
氏
か
ら
「
平
時
に
で
き
な
い

こ
と
は
緊
急
時
に
で
き
な
い
」
と
題
し

て
、
地
方
議
会
の
権
限
や
責
務
な
ど
に
つ

い
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
時
に
十
分
に
機
能
す

る
議
会
づ
く
り
へ
、
今
後
も
議
論
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
福
岡
県
町
村
議
長
会
主
催
）

（
毎
月
報
告
）

議長  安丸  眞一郎

意見交換を通じて
　　　　住みよいまちづくりへ
　８月の大雨で被災された方々に、議会を代表
して心からお見舞いを申し上げます。
　さて、９月議会を傍聴されてのご意見ありが
とうございます。ご指摘を全議員で共有し、今
後の議員活動や議会運営の参考にさせていただ
きます。
　この２年間は、コロナ感染の影響もあり、皆
さんとの意見交換が十分にできませんでした。
今後は、議会報告会などを通じて広聴活動を
強化し、住民の皆さんとともに住みよいまちづ
くりに取り組んでいきたいと考えています。

追跡
リポート

６月定例会

問

　集
落
内
の
水
銀
灯
は

行
政
区
だ
け
で
は

L
E
D
化
で
き
な
い
の

で
、
町
か
ら
５
割
ほ
ど

補
助
し
て
計
画
的
に
進

め
ら
れ
な
い
か
。

　区
長
か
ら
の
報
告
を
も

と
に
行
政
区
内
の
水
銀
灯

数
を
把
握
し
、
町
の
対
応

を
検
討
す
る
。

答

防
犯
灯
の
L
E
D
化
を
　
　
　
　（平
田 

康
雄
議
員
）

農
業
へ
の
支
援
強
化
を
　
　
　
　 （平
田 

康
雄
議
員
）

検
討
中

問

　土
地
利
用
型
農
業
や

園
芸
農
業
、
特
に
大
豆

の
補
助
に
代
わ
る
新
た

な
支
援
策
を
。

　農
事
組
合
法
人
や
認
定

農
業
者
の
代
表
と
町
長
の

意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
近

隣
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
を
調
査
中
。

答

検
討
中

こ
ん
な
声
も

　
　い
た
だ
き
ま
し
た

傍
聴
席
か
ら

全
員
協
議
会
で

 
　
　
　課
題
を
議
論

正
副
委
員
長
研
修

57167

　
　
　町
の
地
域
生
活
交
通
検
討
会
を

多
く
の
議
員
が
傍
聴
し
て
い
ま
す
。
巡

回
バ
ス
の
あ
り
か
た
な
ど
、
議
会
と
し

て
も
町
や
皆
さ
ん
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
、
適
切
な
交
通
手
段
の
整
備
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

交
通
検
討
会
を
傍
聴

157

2889 308

など

建
設
経
済
委
員
会…

野
瀬
委
員
長
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　古
賀
副
委
員
長（
新
）

議
会
広
報
委
員
会…

東
委
員
↓
野
瀬
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　に
交
代

　高
橋
副
議
長
は
建
設
経
済
、
総
務
文
教

双
方
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
の

構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

410

各校区の代表者が活発に議論

　今
回
は
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
興
味

が
あ
っ
た
の
で
来
ま

し
た
。
関
心
の
あ
る

質
問
が
あ
れ
ば
ま
た

傍
聴
し
た
い
。

　コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急

増
す
る
な
か
、
関
連

す
る
質
問
が
少
な
か
っ

た
の
は
残
念
。
小
中

学
校
の
休
校
や
公
民

館
活
動
の
中
止
の
基

準
が
知
り
た
い
。

　町
外
で
働
く
人
や

若
者
の
声
の
コ
ー
ナ

ー
が
議
会
だ
よ
り
に

あ
れ
ば
、
生
活
、
子

育
て
、
教
育
問
題
な

ど
、
町
で
も
生
か
せ

る
情
報
交
換
の
場
に

な
る
の
で
は
。

　町
道
の
管
理
責
任

は
ど
こ
ま
で
行
政
が

負
う
べ
き
か
？
よ
く

議
論
が
必
要
。

　特
定
の
議
員
に
よ

る
質
問
が
多
い
の

で
、
ほ
か
の
議
員
も

よ
く
勉
強
し
て
、
自

分
の
意
見
を
持
っ
て

質
問
し
て
ほ
し
い
。
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議 長 通 信
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ニ
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。
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と
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に
つ
い
て
興
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が
あ
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た
の
で
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ま
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た
。
関
心
の
あ
る

質
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が
あ
れ
ば
ま
た

傍
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し
た
い
。

　コ
ロ
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感
染
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が
急

増
す
る
な
か
、
関
連

す
る
質
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が
少
な
か
っ

た
の
は
残
念
。
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公
民
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の
中
止
の
基

準
が
知
り
た
い
。

　町
外
で
働
く
人
や

若
者
の
声
の
コ
ー
ナ

ー
が
議
会
だ
よ
り
に

あ
れ
ば
、
生
活
、
子

育
て
、
教
育
問
題
な

ど
、
町
で
も
生
か
せ

る
情
報
交
換
の
場
に

な
る
の
で
は
。

　町
道
の
管
理
責
任

は
ど
こ
ま
で
行
政
が

負
う
べ
き
か
？
よ
く

議
論
が
必
要
。

　特
定
の
議
員
に
よ

る
質
問
が
多
い
の

で
、
ほ
か
の
議
員
も

よ
く
勉
強
し
て
、
自

分
の
意
見
を
持
っ
て

質
問
し
て
ほ
し
い
。

閉
店
し
ま
し
た
が
、
息
子
の
幸
一
さ

ん
が
定
年
退
職
を
機
に
帰
郷
し
店
舗

を
新
築
。
名
物
だ
っ
た
ホ
ル
モ
ン
と

唐
揚
げ
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
店
を

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
１
日
50
食
限
定
で
売
れ
行

き
は
好
調
と
の
こ
と
で
す
。
地
元
の

野
菜
を
使
っ
た
手
作
り
の
コ
ロ
ッ
ケ

は
限
定
10
個
で
、
開
店
早
々
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
町
や
議
会
へ
の
要
望
を
お
聞
き
す

る
と
、「
県
道
も
含
め
て
、
町
内
に
は

交
通
量
が
多
く
狭
い
道
路
が
多
い
の

で
、
車
道
や
歩
道
の
整
備
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
も
眞
壽
美
さ
ん
が
開
発
し
た

タ
レ
の
味
を
ま
も
り
な
が
ら
、
家
族

３
人
で
お
客
様
を
迎
え
た
い
と
笑
顔

の
毎
日
で
す
。

　
お
店
の
始
ま
り
は
約
50
年
前
、
菊

池
で
た
こ
や
き
屋
さ
ん
を
開
業
し
た

こ
と
か
ら
。
子
ど
も
た
ち
に
も
覚
え

て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
に
「
ド
レ
ミ
」

と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
形
式
と

な
り
本
郷
に
引
っ
越
し
て
40
数
年
、

地
元
の
食
堂
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
６
年
前
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら

40
年
以
上
愛
さ
れ
た
名
物
が
復
活

ド
レ
ミ
の
ホ
ル
モ
ン（
南
本
郷
）
丸ま

る
や
ま山  

幸こ
う
い
ち一 

さ
ん

眞ま

す

み

壽
美 

さ
ん

お店の前で、眞壽美さん（左）と幸一さん
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次回定例会の予定

12月6日（月）
　　　　　  ～15日（水）
一般質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

※感染症などの状況により
　変更となることがあります。

12月9日（木）、10日（金）

議会 Facebookも
更新中

QRコードから
アクセス

パソコンやタブレット、
スマートフォンからも
ご覧いただけます

ここをクリック

インターネット配信やってます

　
9
月
は
ス
ス
キ
と
い
っ
し
ょ
に
名

月
を
愛
で
な
が
ら
、
台
風
被
害
が
な

い
よ
う
に
祈
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
決
算
の
審
査
や
追
加

の
事
業
予
算
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
難
解
な
行
政
用
語
や
条
文
を
ど

の
よ
う
に
紙
面
で
お
伝
え
す
る
か
、

広
報
委
員
会
で
議
事
録
を
片
手
に
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

住
民
の
皆
さ
ん
と
双
方
向
型
で
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。　
　
　
　

 （
隠
塚
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

平

田

康

雄

隠

塚

春

子

野

瀬

繁

隆

古

賀

世

章

　
学
校
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

将
来
の
夢
は
。

�　
柔
道
の
練
習
で
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
学
校
生
活
は
楽
し
い
で
す
。
柔
道

は
４
歳
か
ら
始
め
て
豪
武
館
、中
学
校
、

高
校
と
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
公
式
戦

が
な
い
の
が
残
念
で
す
。
大
学
で
も
柔

道
を
続
け
、
卒
業
後
、
警
察
官
に
な
る

こ
と
が
夢
で
す
。

大
刀
洗
町
の
印
象
は
。

�　
静
か
だ
し
、
の
ど
か
で
生
活
し
や
す

い
町
だ
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
機
関
が

な
い
の
が
課
題
で
す
。
自
転
車
で
30
分

か
け
て
電
車
の
駅
ま
で
行
き
学
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。
駅
ま
で
の
バ
ス
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

18
歳
に
な
る
と
選
挙
権
を
得
ま
す
ね
。

�　
選
挙
は
大
切
で
す
か
ら
、
両
親
と
い

っ
し
ょ
に
投
票
に
行
く
予
定
で
す
。
投

票
す
る
場
合
は
、
選
挙
公
報
や
立
候
補

者
の
演
説
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
、
有

言
実
行
の
人
に
投
票
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
将
来
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
投

票
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

議
会
や
町
に
望
む
こ
と
は
。

�　
豪
雨
で
道
路
が
冠
水
し
通
れ
な
く
な

る
し
、
街
灯
が
少
な
く
暗
い
の
も
問
題

で
す
。
災
害
が
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
大
刀
洗

町
は
小
さ
な
町
だ
か
ら
町
民
一
人
ひ
と

り
の
意
見
が
届
き
や
す
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
議
員
さ
ん
に
は
、
そ
の
時
の
状

況
に
応
じ
た
緩
急
あ
る
判
断
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

聞き手から
（平田）

有
言
実
行
の
人
に投

票
し
た
い

今
区   

中な
か
ま
つ松 

真ま
か
な奏 

さ
ん（
17
歳
）

　

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

努
力
さ
れ
て
い
る
中
松
さ

ん
。
議
員
も
幅
広
い
世
代

か
ら
の
意
見
を
議
会
活
動

に
反
映
さ
せ
る
努
力
が
必

要
で
す
ね
。


